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着法に代 わる金属接合法 として普及 しつつ ある




　試 料 と して30×10×3mmのJIS第2種純チ タ
ン板 を使用 し,接合部の形態を変 えた5種 類の試
料 を準備 した。2枚 の試料の接合部 を突き合わせ
て溶接することとし,片方の試料は完全に固定 し,
もう一方の試料は自由に可動するように石膏に埋
没 して溶接用 ブ ロ ック を作製 した。溶接 に は




パルス)を 追加 した波形の2種 類の条件で,接合




側にベベルを付けて厚 さを1mmに 減 じ開先形態






























　本論文は,こ れ まで歯科ではほ とんど行われて
いなかった,レ ーザー溶接時の様々な設定条件が
金属 フレームの変形 に及ぼす影響の一端 を明らか
にしたことに臨床的な意義が認め られ,十 分学位
授与に値するものと認め,合 格と判定 した。
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